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決 算 審 査 特 別 委 員 会 

令和５年 10 月 18 日（水） 

午前９時 29 分開議 

 

 

 

　委員定数　７名 

 

　出席委員　７名 

　　　　　　　　　　岡本　喜好　　　　　垣内　憲一 

　　　　　　　　　　板橋　真弓　　　　　髙本　勝次 

　　　　　　　　　　堀内　和久　　　　　小林　　弘 

　　　　　　　　　　南出　昌彦 

　　　他に　議長　　森下　伸吾　　　　　副議長　　岡本　安弘 

 

 

　会議に付した事件 

 

　１．認定第１号　令和４年度橋本市一般会計決算の認定について 

　２．認定第２号　令和４年度橋本市国民健康保険特別会計決算の認定について 

　３．認定第３号　令和４年度橋本市住宅新築資金等貸付事業特別会計決算の認定に

ついて 

　４．認定第４号　令和４年度橋本市駐車場事業特別会計決算の認定について 

　５．認定第５号　令和４年度橋本市墓園事業特別会計決算の認定について 

　６．認定第６号　令和４年度橋本市農業集落排水事業特別会計決算の認定について 

　７．認定第７号　令和４年度橋本市土地区画整理事業特別会計決算の認定について 

　８．認定第８号　令和４年度橋本市介護保険特別会計決算の認定について 

　９．認定第９号　令和４年度橋本市後期高齢者医療特別会計決算の認定について 

　10．認定第10号　令和４年度橋本市工業団地造成事業特別会計決算の認定について 

　11．認定第 11 号　令和４年度橋本市水道事業会計決算の認定について 

　12．認定第 12 号　令和４年度橋本市下水道事業会計決算の認定について 

　13．認定第 13 号　令和４年度橋本市病院事業会計決算の認定について 

 

 

　説 明 員 

　　　　　副 市 長　　小原　秀紀　　　　　病 院 長　　駿田　直俊 

　　　　　総合政策部長　　土井加奈子　　　　　政策企画課長　　中岡　勝則 

　　　　　総 務 部 長　　井上　稔章　　　　　財 政 課 長　　三浦　康広 

　　　　　経済推進部長　　北岡　慶久　　　　　建 設 部 長　　西前　克彦 

　　　　　上下水道部長　　堤　　　健　　　　　水道経営室長　　寺田　嘉文 

　　　　　水道施設課長　　森下　弘茂　　　　　下水道課長　　辰巳谷昭範 

　　　　　病院事務局長　　池之内正行　　　　　病院総務課長　　藤本　昇三 

　　　　　医 事 課 長　　谷澤　由紀　　　　　監査委員事務局長　　櫻井　康雄 
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　　　　　監 査 委 員　　瀧川　千秋　　　　　監 査 委 員　　花岡　孝治 

　　　　　会計管理者　　大岡　久子 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他関係職員 

 

 

　職務のため出席した者 
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（午前９時 29分　開議） 

○委員長（岡本喜好君）ただ今の出席委員

は７人で全員であります。 
　これより令和４年度決算審査特別委員

会を開きます。 
　本日の審査は、まず初めに、認定第 13

号　病院事業会計決算、次に、認定第 11

号　水道事業会計決算、最後に、認定第

12 号　下水道事業会計決算の順で行いま

す。 
　それでは、これより審査に入ります。 

 

○委員長（岡本喜好君）認定第 13 号　令

和４年度橋本市病院事業会計決算の認定に

ついて　を議題といたします。 

　病院事業会計決算書をお開きください。 

　これより質疑を行います。全般について

行います。質疑ありませんか。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）おはようございます。 

企業会計なんで、ものすごく聞きにくいん

ですけども。理想と現実の数字の違いっち

ゅうのは、特にこの病院っていうのは、必

要性の高い本市の要であると、いつも感謝

しております。決してよいしょしとるわけ

ではなく、素晴らしい救急の体制の中、受

け皿である市民病院っていうのがあってく

れるから、橋本市民は日常を平素送ってお

るというふうに解釈したうえで聞きますの

で、失礼なことがあったらお詫び申し上げ

ます。 

　せんだって、ちょっとずれるんですけど

も、決算委員のメンバーでも半分ぐらいお

るんですけども、文教厚生建設委員会で、

ちょっと視察に行かせていただきまして、

建築住宅課長補佐も同行いただいて、地優

賃の関係でちょっと勉強させていただいた

んですけど、冒頭向こうの副町長さんの挨

拶で、ちょっと橋本市とは縁がありまして

  

１　認定第13号　令和４年度橋本市病院

事業会計決算の認定について 

というふうに、何の話するんやろうと思って

聞いてたら、橋本市民病院さんと財政の経営

の改善方法でレクチャーいただいた橋本市民

病院って素晴らしいって、いきなり先制パン

チ食らわされて、売り上げをＶ字回復したと

こだと、こういうふうに言われまして、ちょ

っと私らもリアクションに困ったんですけど

も、そういう市民病院っていうのをリスペク

トしてくれてる自治体がおるということです。

企業会計なんで、当然アップダウンもあるの

で、やっぱり戦略とかそういうのは、やっぱ

りよそに伝えていくっていうのが、市民病院

としての姿勢としてあったことがまず誇りに

思えた。でも現実は、うちはもっと厳しいん

ですよっていうのは、申し上げることはでき

ませんでした。 

　この冒頭にお伝えさせていただきたいと思

いまして、日頃から頑張っていただいてあり

がとうございます。 

　ページ数で言いますと、特にってないんで

すけども。強いて言うなれば、19 ページの病

床利用率の推移っていうのがグラフで表され

とるんで、何ページの何項目の、どの数字、

前年度に対してどうっていう表現の聞き方は

できないんですけども。この右肩下がってき

とる根拠とか、研究というか、この辺の具体

的な説明、何が原因でこうなっとるんかとか、

そういうのを、まず入口として教えていただ

けたらと思います。 

○委員長（岡本喜好君）病院総務課長。 

○病院総務課長（藤本昇三君）皆さん、おは

ようございます。ただ今、堀内議員さんから

おただしの件について、ご回答させていただ

きます。 

　19 ページの表、病床利用率の推移を見てい

ただいてると思うんですけれども、平成 30 年

が初めて当院が黒字決算をさせていただいた

時になります。令和元年から令和４年にかけ

ましては右肩下がりという形にはなっており

ます。その経緯なんですけれども、令和元年

度には乳腺呼吸器外科の常勤医が当院から引

き揚げにあいまして、その関係で乳腺呼吸器

外科の患者さまが減ったことによります。令

和２年の２月ぐらいからコロナ禍となりまし
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て、令和２年から令和３年、令和４年とい

う形でコロナの影響で病床利用率が減って

いる形にはなっております。 

　令和３年におきましては、１病棟をコロ

ナ専用病棟に置き換えまして、急性期病床

を200床、包括の病床を50床っていう形で

運営しておりましたので、その関係で令和

３年度も減っておる形にはなっております。 

　なお、令和４年度につきましては、当院

申し訳なかったんですけど、４月と８月に

クラスターを起こしました関係上、新規入

院を停止させていただいておりました。そ

の関係で令和４年度も減少した形にはなっ

ております。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）推移はよくわかりま

した。本来であれば数字で問うていくべき

なんですけど、あえて数字以外でお聞きし

ます。 

　話変わるんですけど、いつも毎回聞いて

るんで聞きます。看護師のおってくれとる

人数の増減。この辺はいかがでしょうか。 

○委員長（岡本喜好君）病院総務課長。 

○病院総務課長（藤本昇三君）ただ今、お

ただしの件についてなんですけれども、看

護師の数は、基本的には減ってる形にはな

っております。例えば、令和４年４月１日

現在では 189 名おったんですけれども、令

和５年４月１日では 186 名という形になっ

ております。現状も 186 名という形で、退

職された方をそのままプラス上回るような

形では採用は今のところちょっとできてい

ない状態となっております。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）言いたいことは一つ

なんですけども、毎回同じこと言うてるん

であれなんですけどね。定年退職される人

が引退されるのはもう、これもうご苦労さ

まというか仕方のないことなんですけども。 

やっぱり看護師不足の中で、いろんな斡旋

会社とかも入った中で、うちも紹介料って

いうのが計上されとるっていうことは、よ

その自治体も看護師を集めることをしとると

いう。定住促進と一緒で取り合いになっとる。

これは事実です。 

　そのうえで、やっぱり病院の経営が傾いて

きた時に、橋本市の財政健全化５か年計画で

したら、職員の給料撥ねるっちゅう最後の奥

の手を使ったわけです。ほんだら、この病院

はっていうと、奥の手は使うのか使わないの

かって、僕は個人的な見解ですけど、絶対に

使っては駄目な場所です。福祉、教育、この

辺は賃金を削ると、もうサービスが低下の負

のスパイラルの極みになるという解釈をしま

す。 

　逆に、決算の場で申し上げるのは申し訳な

いんですけど、賃金を上げてでも市民病院の

要である、お医者さまも看護師さまも同じぐ

らい大事やっていう例え方で、どっちも大事

なんですけど、お医者さまがいなければ病院

が成り立たない。でも、看護師がいなければ、

医者が成り立たないっていう表現、僕の勝手

な主観なんで、すみません。失礼があったら

お詫びします。経理の事務方がなかったら病

院運営できない。このバランスっていうのは、

絶対に保たなあかんということは、橋本市の

とった健全化計画っちゅうのは当てはまらな

い。絶対に。ということは、赤字どこまで付

いていくかっていうことになってくんのが、

近々の議論であるんで、これ以上は申し上げ

ることはないんですけど。 

　看護師の推移が下がっているっていうこと

に対して、本市はずっと予算の時、紹介料、

紹介料って言って上げていると思うんですけ

ども、看護師が減ってきている。維持できな

い、増やせれない理由っていうのが数字に、

すべての数字に来るんではないかなっていう

答えに、私は行き着いとんです。看護師を確

保するための努力っていうのは、やってくれ

てるのはわかるけども、どの自治体病院も民

間病院もやっとんです。ほんだら、市民病院

のそれプラスの戦略であったりとか、もうぶ

っちゃけた話、賃金上げるであったりとか、

そういう議論はどこまでされとるのかってい

うことが、来年の決算で、もうそろそろ答え

が出てくるんではないかなっていう時期に来
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とると思うんです。だから一歩手前の、こ

の令和４年の決算で聞いておきたいのはそ

こなんですよ。もうここは多分、今、市民

病院の生命線なんかなって、私感じるんで

すよ。それについてちょっと答弁いただけ

ます。 

○委員長（岡本喜好君）病院総務課長。 

○病院総務課長（藤本昇三君）ただ今、議

員おただしの件についてお答えさせてだき

ます。 

　確かに議員さんおっしゃられるとおり、

病院は人があっての収益という形になりま

す。人がいなければ病院運営は成り立たな

い。そのとおりでございます。 

　先ほどおっしゃられました看護師の離職

率なんですけれども、当院は和歌山県とし

ましては、割と和歌山県よりは、悪い時も

あるんですが、例えば令和３年であればで

すね、和歌山県の離職率が 11.2％なんです

けれども、当院は 13％という形になってお

りました。令和４年の県の離職率がまだ出

てはないんですけれども、当院が 10.9％と

いう形には今のところなっております。で

すので、若干減ってきているのではないか

なっていうふうには思ってはおるんですが、 

おっしゃっていただくように、逆にですね、

応募、募集人員が今年に入りまして急激に

減りました。昨年度まではですね、令和元

年は 11 名といって、新人はちょっと少な

かったんですけれども、令和２年におきま

しては 25 名とか、令和３年度では 30 名っ

ていう形で一応募集に応募来られてました。

令和４年度も 21 名来られてたんですけれ

ども、本年度に入りまして、急激に 12 名

という形になっております。 

　この定期の開催、定期開催、年３回ない

し４回やってるんですけれども、本年度に

入りまして、ちょっと担当のほうで検証さ

せていただいたんですが、和歌山県内の看

護学校からの募集がほとんどなかったんで

す。大阪と奈良のほうから応募があった。

これを検証したところ和医大さんが看護師

不足という話の中で急速に青田刈りと言う

たらちょっと失礼なんですけれども、当院

よりも先に採用をされたような形ではないか

なという形で思っております。ですので、病

院としましては、やはり看護師さん、辞める

人数以上に採用したいという形で、定期ない

し随時募集もさせていただいてはおりますが

応募がなかなかない。あとは紹介会社さん使

って、紹介料・手数料払ってでも採用したり

という形で募集しているんですが、令和５年

度の今現在では、まだ２名しかご紹介いただ

いてないというような状態になっております。 

　辞める一つの理由としましては、いろいろ

一身上の都合っていうのは基本的にはあるん

ですけれども、看護師さんだけにはついては、

ちょっと別途ちょっとアンケートをとってお

りまして、退職者去年は 20 名看護師さんおら

れたんですけれども、そのうち２名が子育て、

自分の健康が６名、看護師そのほかの職場へ

の興味で１名、看護職そのほかの職場に移転

されたのが６名、自分の能力適正の不安が１

名という形で 20 名退職されております。です

ので、お話聞くところによると、やはりコロ

ナがあった時には、それなりに給金って言う

たら失礼な言い方なんですけど、手当がある

程度あったので頑張れたけれども、コロナが

収まってきて、その手当がなくなってきたら、

もうこういう急性期の病院はちょっとしんど

いっていうような話もちょっとちらほら聞い

ております。 

　以上ですけれども、すみません。和医大さ

んの件については、ちょっと削除していただ

けたらありがたいです。申し訳ないです。 

○委員長（岡本喜好君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）よく調査されてると思

います。ほんでね、僕も予算・決算で、市が

良くなればと思って嫌われ役は全然手挙げて

でもするんですけど。病院の努力の限界って

いうのを感じます。池之内事務局長並びに総

務課長も、当然、医院長さんも、もう 120％

努力はしていただいたのかなと思います。コ

ロナというのがあって、あえて言いますけど、

コロナ黒字があって、病院は数字的には上が

ったと思うんです。コロナが収束した頃に市

長もよく言われてましたよ。税金上がるぞと

か、コロナで出した分、回収かかるぞ、当然、
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病院もコロナ黒字がなくなる日が来るぞと

いうことは構えとったと思うんです。そこ

で構えらなあかん時に、やはりコロナの間

でどれだけ、どんな戦略を練るかっていう

のが、企業に求められることであって、例

えばコロナの間で、こういう病床閉めてで

も病床の補償が入ってきて、お金入ってき

て、思った以上に入ってきたと思うんです。 

だから先行投資に使うとか、ＬＥＤとか、

僕ずっと空調の話もしてるし、この間から

高額な医療機器も入れてね、お話聞きに行

ったら、今どきドクター来てもらうのに、

その機械がなかったら、やっぱり来てくれ

る医者もおれへんのやって言われたら、

「あっ、必要なんやな」って、こういう話

に私としたらなるんです。そのうえで、や

っぱりお医者さまを支える看護師を確保す

るっていうのは、もうあなた方は限界に近

いぐらい良くやったと思います。もうそこ

が限界なんであれば、何か違う手を考えな

いと、僕もここまで言うけど、実際自分が

代替案持っとるわけでもないんです。これ

ばっかりは、医療の現場なんで、もう定住

と一緒で取り合いになっとる分野です。こ

こそろそろ考えていかなあかんとこにしな

いと、もう根本的に１億、２億赤字でも、

市民のために必要な病院は持っとかなあか

んっていう認識を考えとる私でも、その数

字が上回ってくると、もうどっかでってい

う話がいずれ来るんであれば、年度年度で

嫌われる話をしておかないと。 

　まあ言うたら、人員改革であったり、素

晴らしいお医者さまおってくれて、事務方

も、看護師もええ、でも看護師の数が足れ

へんから、今、病床一つ閉めとるっていう

現実があるのが、来年の決算に当然響いて

くるのわかるんです。はっきり言うて。だ

からもう、やっぱり人員配置の張り替えと

か、私も、お見舞いとか午後の部で行った

ら、いろんな看護師に話しかけたり、変な

おっちゃんと思われとるかもわかれへんけ

ど、話しかけたりすると、ええ看護師がお

るんですよ。挨拶もしてくれるし、明るい

し、可愛らしいって言ったらセクハラにな

るけど、美しいんですわよ。仕事ぶりが。そ

れだけのええ病院やのに、なぜ右肩下がるん

やろうっていうのは、もうあえて言うけど、

もう職員にはもう責任はないわけで、トップ

でおる人らのどれだけ議論できとるかってい

う決断力の部分やと思うんですよ。 

　だから、事務方と管理者だけで物事を決め

ていくようなもう病院の形、古い形じゃなく

て、例えば看護師の責任者も経営の責任があ

るっていうことですわ。看護師が流れとるっ

ていうことは、そこの認識を、共通認識を上

役のトップそれぞれが持たんと、何級やさか

いに役職が誰やからじゃなくて、現場を知っ

とる人間たちが、もう一回議論して、ほんで

副市長なり市長に頼んで予算の配分してもう

て、５か年計画立てないと、もうそろそろや

ばいんとちゃうんかなって、数字の隅々まで

我々議会は、隅々までわからへん。予算・決

算だけではわかれへんとこってきっとあると

思うんです。銀行が貸してくれへんなったら

とか、前は水道がキャッシュ持っとったから、

金利付けてくれるんやったら、まあね、水道

部長やったらお金貸しくれるやろうと思うけ

ども。それで一時しのぎしたところで、やっ

ぱり借りたら返さなしゃあないし、どっかで

そろそろ考えませんかっていうことを、決算

で申し上げておきたかったんです。答弁しに

くかったらかめへんのですよ。 

　ただ、もうこれ以上の努力は、責めとんと

違うんですわ。やっぱり社会情勢限界もある

と思うんですよ。水道もそうやと思うんです

けど、10 万人の町になるはずの橋本市が、あ

そこへ行ったわけですから、今は６万切っち

ゃったんかな。だから、高齢化社会の中で、

人口比率が北にあるから、別に南のほうも助

けて欲しいけども、人口比率の高いとこが、

北消防もできとるっちゅうのは、企業誘致と

そういうことなんで、ちょっとでも救える命

を助けたいっていう意味であっち行ったんで

あろうと、先人たちは作ったんであろうと思

うんですけども。その辺のシフトチェンジと

人事の責務っていうのを、この数字を通して

聞いておきたい。 
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　もうこれ以上は、もう僕は質問しません

ので、いかがでしょうか。 

○委員長（岡本喜好君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）ただ今の

おただしと、先ほどのちょっと答弁漏れの

部分も含めまして、私のほうからお答えさ

せていただきます。 

　まず、ナースの確保に対する対策なんで

すけども、総務課長のほうから、いろいろ

現況についての報告、説明させていただい

たところではあるんですけども、まず現状、

当初の採用計画と比較しても、今年度に至

っては、まだ達成できていないところもご

ざいまして、そういったところで、院内の

ほうでも看護部長含めまして協議のほうを

進めているところでございます。それでま

ず、いくつかの対策ということで、病院の

ほうで検討のほうを進めておるんですけど、

まず看護師採用ワーキングということで、

これは現場の看護師さんも含めた中でです

ね、実際にどういうふうな形で新人の看護

師さんを集めていくのかというところを、

今後議論しながらですね、実際に学校のほ

うに出向いていって就職説明会であるとか

そういったところで生の声ですね、病院の

事務方の声ではなくて、看護師自らの生の

声を学生さんのほうに届けながら、そうい

ったところで当院の魅力のほうを発信して

いただけるような形のことも、今後取り組

んでいけれたらなというふうには考えてお

るところです。 

　それと、今年度の事業にはなるんですけ

ども、ホームページのほうの改正といたし

まして、もう刷新する予定でございます。

来年４月１日刷新の予定ではあるんですけ

ども。看護部のサイトのほうですね、病院

の中に看護部のサイトのほうを別に設けさ

せていただく予定となっております。その

中で、今回いろいろ分析する中で、当院に、

今何が足りていないのかというところで、

情報発信の中で、実際の病院の中での当院

の看護師の業務内容、動きというのが見え

にくいというふうなお声を頂戴した部分も

ございましたので、そういったところで、

１日の業務ですね、朝出勤してきてから実際

帰るまでの業務内容、どういうふうな形で行

われているのかと、そういったことも含めて

ですね、よりわかりやすく、そういったとこ

ろをホームページ等で発信していきたいなと

いうふうに考えておるところでございます。 

　あと、院内におきましても、いろいろな委

員会であるとか、イベントであるとか、病院

の催しもありますので、そういったところに

つきましては、ＳＮＳを活用しながら発信し

ていって、やはり情報社会ですので、しっか

り病院としても、その時代の流れに遅れるこ

となく情報のほう発信していきたいと思いま

す。どうしても経営のほうが右肩下がりにな

ってくると、悪いほうに悪いほうに考えがち

になってくるということ、私自身もそういう

ふうなところがございました。先週ちょっと、

余談にはなるんですけども、「事務長塾」とい

うのが、以前私参加させていただいておりま

して、そこのつながりで、定期的に勉強会と

いうことで、ウェブを通じてさせていただい

ているんですけども、やはりどことも看護師

不足、看護師確保という部分に関しましては

問題を抱えていると。特に私今 12 年目なんで

すけども、十何年前と状況がやはり変わって

きております。以前もやはり看護師、若い看

護師さんに関しまして、産休育休っていうの

は、これはありました。一定数。ただ、ここ

最近になってプラスαで、就学前までの時短

勤務というのを希望される看護師も増えてき

たというふうな状況でございます。これは悪

いということはないんです。もちろん権利な

ので、それを含めた中で病院側としてどうい

うふうに経営していくのかということを考え

ていかないといけないんですけど、ただ、そ

れをやはり経営が右肩下がりになってきたら、

それを悪く捉えてしまうというふうな、どう

してもそっち側に思ってしまうところがある

んですけども、この間のそういった勉強会の

中で、逆に、それが病院として、公立病院と

しての売りじゃないですかと、そういうふう

にワークライフバランスということで、働き

やすい職場というのを、逆にそれを前面に出

すことによって看護師さんが集まるんじゃな
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いですかと、うちとこそういうふうにして

ますよというふうな意見も頂戴いたし、な

るほどなというふうに私思った次第です。 

　今後そういったところで発想の転換も含

めまして積極的にですね、看護師の確保に

ついては取り組んでいきたいというふうに

思っております。 

　それと二つ目、答弁漏れの部分で、給与

の部分ですけども。給与に関しまして、以

前からもお話させていただいてるように、

当院は県下の中でもどちらかというと高い

ほうに位置付けされてはおるんですけど、

それはいろいろな背景があって今の給与体

系になっております。それで地域手当に関

しましても、今、５％ということで１％ま

だ復元できていない状況でございますけど

も、診療報酬上でですね、処遇改善という

ことで、評価料のほうが 2022 年の改定が

付いてきておりますので、そこの部分で、

その評価料を活用いたしまして、ナース、

医師と、それと事務職と、あと、薬剤師が

一応対象外なんですけども、薬剤師のほう

はもう病院の単費でいってるんですけども、

それ以外の職種の部分で、可能な限り処遇

改善ということで、これは国のほうから

３％相当ということで、数字が出てきてお

りますので、そういった形で医療職に関し

ましては、処遇改善のほうをプラスαで乗

せていっているところでございます。 

　ただ、昨今の人件費の高騰と、国が時給

1,000 円というのを掲げた中で、今進めら

れてるかと思うんですが、そういったこと

で全体的に今後も賃金のほうの引き上げが

考えられると思います。そういったことで、

これはもう国に対して病院協会通じてなん

ですけども、嘆願書ということで、入院基

本料の引き上げ等についての要望のほうは

出させていただいております。そういった

ことで、どうしても公定価格ということで、

病院の収入の部分については、国で定めら

れておりますので、それを超えての部分に

関しては、やはりそこを上げていただかな

いと人件費も賄っていけないというふうな

形になっておりますので、そういったとこ

ろでしっかり要望も出しながら、今後の出の

部分をしっかり、どういうふうにしていくの

かということを、今後またシミュレーション

も含めながら検討のほう進めていきたいとい

うふうに思っております。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）ありがとうございます。

もうそこに賭けるしかないというか、的を射

たこと言うてるし、逆の発想も大事やと思う

んで、事務局長感じたことを現実にできれば、

このすべての数字が上がってくる。令和７年、

令和８年に笑えるような病院づくりっていう

んかな、明るい職場づくり、本庁も暗いです

し、病院も明るしてください。はっきり言う

て。 

　あと最後に聞きたいのが、外国人看護師さ

んって言うたらええんかな、前にちょっとお

って、今いてないと思うんですけど。借りた

い手ですよね。この辺についての病院の見解

だけ。継続の部分だけ教えてくれたら、私は

それ以上結構です。 

○委員長（岡本喜好君）病院総務課長。 

○病院総務課長（藤本昇三君）令和５年度、

当年度ですね、業者さんのほうからちょっと

お話がありまして、中国のほうがコロナの解

除によって出国が割とできやすくなったって

いう形の中で、本年度からちょっと紹介があ

りました。あと２年間勉強していただかない

といけないんですけれども、令和７年度を目

処にお二人、今のところ採用する形で面談さ

せていただきまして、業者さんとの契約をし

たところでございます。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）ほかに質疑ありませ

んか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）今、いろいろご答弁い

ただいて、病院事務局長、総務課長のお話し

聞いてて、相当努力してね、かなり頑張って

たりする。すごく毎回、こういったところで

お聞きする中で感じております。感謝してお

るわけなんですけども、一点お聞きしたいん

ですけども、病床数から必要な看護師の数っ
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ていうのが、ちょっと知りたいことと、現

実的に仕事をこなすうえで必要な数ちゅう

か、決められた、法的に決められてるんで

しょうか、それ以上の必要な数っていうの

はあるのか、ちょっとお聞きしたいと思い

ます。 

○委員長（岡本喜好君）病院医事課長。 

○病院医事課長（谷澤由紀君）ただ今の議

員のおただしにお答えいたします。 

　現在、市民病院では、病棟に関しまして

は 10 対１という診療報酬での制度の病床

数をとっております。ですので、現在とし

ましては、１病棟 50 床となっております

ので、必要看護師数としましては、50人ま

るまる満床となりましたら、看護師数は 24

人。１病棟に対して 24 人必要というふう

になっております。制度上は、あと病床の

稼働率が 90％、80％というふうに下がって

いきますと、患者さんの人数によりますの

で、そこのところは、段階的に必要人数と

いうのは変動することになっております。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）垣内副委員長。 

○副委員長（垣内憲一君）事務局長本当に

ね、求人に対して熱心に取り組んでるって

ことはね、ものすごくよくわかりました。

やはり今、一般の企業さんでよく言われて

るのがね、やっぱり先ほどおっしゃったみ

たいに、その人の、その人が、病院に合わ

すんじゃなしに、病院がその人にっていう

か、働いてくれる人に合わすっていうのが、

時間帯とかね。やっぱり今、最近、皆いろ

んな企業さんもやっておられると思います。 

　一つその、それも入っとったんかどうか

わからないんですけども、病院の見学、求

人したい人が、個人だけが来るんじゃなし

に、その家族さんぐるみで病院の見学をし

ていただいて、奥さんはこういうとこで働

かれる、ご主人はこういうとこで働いてく

れるんやなっていう、家族ぐるみで、そう

いった会社案内みたいな、そういうのも最

近よくやられてるので、そんなんも取り入

れたらどうかなっていうふうに、今、思い

ましたんで、ちょっと言わせていただきまし

た。 

○委員長（岡本喜好君）病院総務課長。 

○病院総務課長（藤本昇三君）現状ですね、

垣内議員さんおただしの件なんですけれども、

ご家族さんから、ちょっと病院見学をしたい

よっていう、お話しはないんですけれども。

拒否しているわけではございませんので、お

話しがあれば来ていただいてっていう形には

なります。 

　ただ、バックヤードとか重要なって、なか

なかちょっと難しい部分あるのかなと。ただ

現状、採用、募集したいよ、応募したいよっ

ていう方につきましては、随時ご連絡いただ

いて、担当部署のほうで見学を実施している

状態でございます。 

　以上です。 

　すみません。もう一つ。先ほど髙本議員さ

んからの答弁漏れの件なんですけれども、現

状、当院の必要な看護師数としては 143 名と

いう形になります。ちなみに１病棟を閉めた

状態でという形になります。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）ほかに質疑ありませ

んか。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）おはようございます。

本日もよろしくお願いします。大変な病院経

営、ご尽力いただいてご苦労さんでございま

す。私のほうからは、なかなか基礎的な数字

のこともわからないので、今の質問の全体的

な雰囲気から少し離れるんですけど。手元資

料の数字のご質問をさせていただきたいと思

います。よろしくお願いします。 

　バランスシート貸借対照表を見てみますと、

未収金が増加してるんかなというふうに思い

ます。未収金２億 8,700 万ほどあるのかなと

いうふうに思うんですけど、その辺何か特殊

な事情等あるんでしょうか。 

○委員長（岡本喜好君）何ページですか。 

○委員（南出昌彦君）監査資料を見てました

ら、36 ページなんですけれども。 

○委員長（岡本喜好君）病院医事課長。 
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○病院医事課長（谷澤由紀君）議員おただ

しの件についてお答えいたします。 

　未収金に関してですが、医業未収金に関

してですが、まず診療報酬の請求に関する

未収金というものに対してですが、これに

関しましては、制度上、診療月から２か月

遅れで入金されることになっております。

現在、この令和４年度の未収金として計上

しておりますものが２月診療分と３月診療

分となっておりますので、それに関しまし

ては、４月と５月には、もうすでに入金さ

れてる状況となっております。 

○委員長（岡本喜好君）病院総務課長。 

○病院総務課長（藤本昇三君）未収金の２

億 8,000 万の大半がですね、２億 6,000 万

が病床確保料をとなっておりまして、これ

が今年の５月に入金となってますので、そ

の分が大半となります。 

○委員長（岡本喜好君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）今の説明を聞いてい

ますと、前年度より 6,000 万ほど増えてい

たので質問させていただいたんですけども、

別に特殊な要因はないということで理解さ

せていただきたいと思います。 

　次、11ページなんですけども。流動資産

の貸倒引当金８億 800 万ほどあるんで、こ

れはどういうふうな内容なんでしょうか。 

○委員長（岡本喜好君）病院経理係長。 

○病院経理係長（名村絵理子君）不納欠損

５年の平均をもとに80万8,993円を計上し

ております。 

○委員（南出昌彦君）80 万ですね。 

○病院経理係長（名村絵理子君）80万。は

い、そうです。 

○委員長（岡本喜好君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）ありがとうございま

す。あとはですね。20ページの職員数の中

身を見てみますと、たまたまだとは思うん

ですけども。正職員が９人増えて、会計年

度が９人減っているという。どちらかとい

えば経費が、費用がアップしてくると思う

んですけど。この辺は何か、たまたまです

か、事情があったんですか。 

○委員長（岡本喜好君）病院総務課長。 

○病院総務課長（藤本昇三君）特に大きな原

因があるわけではないんですけれども、やは

り病院になりますので、看護師さんが正規で

増えたりはしてはおるんですけれども、４月

当初って話になってきますので、増えてはお

るんですが、会計さんにつきましては、託児

所の保育士さんが辞めたりとかですね、ごめ

んなさい。保育士が辞めたりとかですね、看

護助手さんがちょっと退職されたりという形

で、年度内のちょっと結構異動が、結構ある

のが実情でございます。たまたまといったら

失礼な言い方なんですけど、当初では、こう

いう数字になったという形になっております。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）すみません。この令和

２年、令和３年、令和４年ってコロナ禍の特

殊な要因があった年度かなと思うんですけれ

ども。その中で経営資本の医業利益率なんで

すけれども。これまあ橋本市民病院は、マイ

ナス 9.01 というところかなと思うんですけど、

全国的な 200 床以上の類似のところの平均を

見てみますと、▲8.3 というところなんです

けども。これまあ、なかなか令和２年、令和

３年比べてみると、非常に厳しい数字かなと

思うんですけど。また経営資本回転率につい

ても 68.6 という全国的な 200 床以上の類似の

公立病院の数字なんですけども、当病院は

0.63、63 というところなんですけども。これ

まあ経営的に非常にご尽力いただいてご苦労

されていると思うんですけれども、その辺は

どのように捉えておられますか。 

○委員長（岡本喜好君）すみません。何ペー

ジですか。 

○委員（南出昌彦君）18 ページの令和４度　

橋本市病院事業報告書プラス監査意見書の 40

ページなんですけれども。 

○委員長（岡本喜好君）病院総務課長。 

○病院総務課長（藤本昇三君）もう議員さん

おただしのとおりなんですけれども、一番わ

かりやすいのがですね、決算書の 18 ページに

なるんですけれども、こちらの修正医業収支

比率っていうのがあると思うんですけれども、

下の表ですね。こちらが一番見やすいのかな
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っていう話になります。修正医業収支比率

というのはですね、国・県の補助金がなく

ての比率になっています。すみません。繰

入金を抜いた金額となります。ですので、

平成 30 年から表載っていると思うんです

けれども、平成 30 年が黒字になった年と

なります。ですので、修正医業収支比率が

95％前後となっていきますと、あとは市か

らですね、繰入金といいまして、病院を経

営するにあたって、救急医療だと救急・周

産期の分だとかですね、僻地、そういう繰

り入れのお金があります。その金額を入れ

てくれると 100％を超えてくるという形に

なります。ですので、修正医業収支比率を

95％にするのが病院としての支出課題とな

ってくると考えてます。ですので、令和元

年から令和４年にかけてですね、もう右肩

下がりという形で、令和４年については、

86.35％という大変厳しい数字となってお

ります。ですので、これはもうひとえに入

院患者数が減ったこと、外来患者数も若干

減ってるんですけれども、それが影響して

るのが、そのとおりになりますので、一番

下のほうにも病床利用率っていうのがある

んですけれども、管理者のほうから、常々、

病床利用率 85％以上にして欲しいというふ

うに現場のほうにも依頼しております。 

　あと、中核病院としまして救急、救急車

の、救急の患者については、断らないよう

にして患者さんを守るという形で、叱咤激

励していただいてる状態でございます。で

すので、こちらの病床利用率をまずは 85％

を目指す。なおかつ修正医業収支比率を

95％前後を目指すという形で、病院として

は経営を、そちらのほうをしていきたいと

いうふうに考えております。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）ちょっと

補足させていただきます。40ページのとこ

ろのお話で、いずれも医業利益に対して経

営資本であったり、医業収益に対する率と

いうことで、どれも悪化しているというふ

うなところでございます。 

　要は、その収益に対して費用のほうが増え

ているというふうなところで、こういった形

で数値が悪化してきているというふうなとこ

ろでございますので、今後病院として、この

費用のところをなかなか減らしていくという

努力はするんですけども、なかなか難しい部

分でございます。基本的には、やはり収益を

いかに上げていくかというところに、主眼を

置いてですね、今後病院経営、今後といいま

すか、これまでもそうなんですけども、そう

いったところで収益改善を図って、ここの数

値を改善していくような形でもっていきたい

というふうに考えております。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）ありがとうございます。

よろしくお願いしときます。 

　最後にもう一点だけなんですけれども、全

般的に外来の患者数、多くの診療科で減少と

なっているというところなんですけど。科が

なくなったとか、そういう要因でっていうの

はわかるんですけれども。多くの診療科で減

少となっている大きな要因というのは、何か

掴んでおられますでしょうか。 

○委員長（岡本喜好君）41 ページの一番下の

とこでよろしいでしょうか。 

○委員（南出昌彦君）決算書類上は 22ページ

とか、23 ページとかですね。 

○委員長（岡本喜好君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）まず外来患

者数が減少してきている、ここ最近の傾向と

しては、やはりコロナが大きな要因となって

おります。診療控え等もございまして、そう

いったところで、コロナ前から一番下がった

時で 100 人以上、１日平均で下がっておりま

す。ただ、少しずつ外来患者に関しましては、

戻りつつあるというふうな、今、状況になっ

てきております。 

○委員長（岡本喜好君）病院総務課長。 

○病院総務課長（藤本昇三君）やはり冒頭の

ほうにもお話しさせていただきましたように、

昨年は４月、７月から８月にかけてなんです

けれども、当院クラスターっていう形で、入

院は止めてたんですけれども、やはりホーム
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ページ等々で見られた患者さまのほうがで

すね、ちょっと外来受診をちょっと控えら

れたことも影響してると考えております。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）大変な病院経営です

けど、よろしくお願いしときます。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）すみません。一個だ

け聞き忘れ、大変申し訳ないです。 

　ページ数で、本決算でどことも聞いてる

んですけども、34 ページの光熱水費です

ね。ごめんなさい。これ電気・水道・下水

道って備考で書いてあるんですけど、電気

と上下水道代に分けたらどうなるんですか。

早い話電気代は幾らですか。もしわかれば

前年度は幾らでしたか。お答えできますか。 

○委員長（岡本喜好君）病院総務課長。 

○病院総務課長（藤本昇三君）電気代につ

きましては、昨年度が 8,869 万 8,000 円と

なっております。令和４年度が１億 3,284

万 8,000 円という形で約 1.5 倍っていう形

で、昨年度より約 4,900 万円増額となって

おります。 

　なお、ＬＰガスなんですけれども、当院

ＬＰガス、ＪＡさんと 30 年契約っていう

形になっておりますので、昨年が 5,816 万

1,000 円、令和４年度が 8,698 万 3,000 円

という形で約 2,900 万円。これも約 1.5 倍

増えておる状態になってます。 

　ただし、ガスにつきましては、令和６年

度につきましてはですね、単価がちょっと

安くなっておりまして、昨年の下半期は１

立米 262.09 円やったのがですね、本年当

初では 240.13 円という形で 20 円ぐらい安

くなって、下期では更に 22 円安くなって

218.02 円という形にはなっております。 

　ただし、電気については据え置きという

形で減額にはなってないです。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）ガスの話、課長さん

からしてくれたんで、これまあ僕が、あく

まで提案なんですけど、病院まだ十数年です

よね、30 年契約してしまってるって僕、今、

初めて聞いたんで、30 年契約するんやったら、

単価も 30 年の契約しとかんとあれかなと思う

んで、ただの約束事やと。ＪＡさんとも良好

な関係でおって欲しいんで、ちょっと交渉し

て、まけてもらうように更なる努力をしてく

ださい。もうこれについては結構です。 

　僕聞いてる電気代がどことも上がっとるな。

１割ないし２割上がっとるなっていうのが、

行政がお支払いしとる電気料金のはずが、病

院に関しては 1.5 倍に跳ね上がっとるってい

う、この根拠についてはいかがなものでしょ

うか。 

○委員長（岡本喜好君）病院総務課長。 

○病院総務課長（藤本昇三君）これ関電さん、

個人名いうたらええんか、あれなんですけど、

関電さんなんですけれども。令和３年度まで

はですね、大口割引という形で、ごめんなさ

い。金額、パーセンテージなんですけど、

15％割引という形で、大きな大口割引という

のをしていただいておりました。それが昨年

の令和３年度の終わりにですね、更新にあた

りまして、そういう大口割引ができないとい

う形で関電さんのほうから説明がありまして、

それが４％分ですので 11％大口割引のほうが

削減されております。それプラス燃料サーチ

ャージじゃないんですけれども、そちらの分

がですね、上乗せされてるっていう形になり

ましたので、今回 1.5 倍になったと考えてお

ります。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）使ってしまったもんは

払わなければならないし、必要な電気代とは

承知してます。別に無駄遣いしとるとは、単

価の話なんで、あえて何キロワットアワー、

前年度何キロ使ったんで、今年度は何万キロ

使ったっていうのは、あえて聞きませんわ。

そこはもうわかってくれとると思うんで。 

　ただ、申し上げたいのは、今、副産物で聞

いたガス 30 年の契約、長期契約、今後、空調

を入れてＬＥＤ化していくっていう方向性っ

ていうことは、市民病院が何があっても 10 年



13 

先、市民病院があるんやっていう気持ちは

上向いた認識でおるわけですよね。ってい

うことは、電気代の価格っていうのも、ち

ょっと考えらな、10年スパンで。シンプル

な話、蓄電、太陽光とか、ちょっと研究し

とかんと、これ1.5倍が10年続いたら、と

んでもない額払うわけでございまして、あ

る程度手術とかそういうのをするんで、余

剰電力とか何十時間かは、そのまま停電に

なってもできるんであろう施設にはなっと

るとは承知しとるんですけども、ランニン

グコスト、消耗的な、消耗品って言ったら

怒られますけど、ランニングコスト、通常

絶対必要な分っていうね、確保。ちょっと

この辺は考えとかんとね、何か今すぐ答え

出えへんと思うんですけどね。一回費用対

効果を考えて調査・研究して、どんな補助

メニューがあるかとか、ちょっと考えとく

だけでもええんとちゃうんかなと。ちょっ

と思ったよりびっくりするぐらい多かった

んで、１割、２割ぐらいは仕方ないかなと

思ったんですけどね。ここについては、ち

ょっと何か研究するという意思をお持ちい

ただけますでしょうか。 

○委員長（岡本喜好君）病院総務課長。 

○病院総務課長（藤本昇三君）数値的なも

のは構わないとおっしゃっていただいたん

ですが、令和３年度の使用電力量なんです

けれども。555 万キロワットですね。令和

４年度につきましては、562 万キロワット

ですので、確かに７万ワットが増えてるだ

けで、約 4,900 万増えたという形にはなっ

ております。 

　議員さんおただしのように、ＬＥＤ化を

今年度実施する予定になっております。全

館ＬＥＤになりますので、非常用電灯以外

はＬＥＤになります。提案していただいた

業者によりましては、62％電気代が節約に

なるであろうというふうには言われており

ますので、蛍光灯につきましては、そちら

のほうで若干でも軽減になってくるのかな

というふうには考えております。 

　ガスにつきましてもですね、オール電化

であれば、若干でもまた安くなる部分があ

るのかもわからないんですけれども、長期契

約しているっていうのもありますし、ただ、

ガスのほうが若干まだ安いというのもあるの

で、こちらのほうは、うちボイラーをたいて、

いろいろ滅菌作業とか、いろいろ洗浄、給食

の洗浄とかも使っておりますので、そこら辺

ではトントンないし若干は、電気代でするよ

りもガスのほうが安いのではないかなという

ふうには、ちょっと計算上はしておる状態で

す。ボイラーにつきましても、築今年で 20 年

になりますので、オーバーフォールをしてで

すね、長期利用きるような形で修繕をしてい

るような状態でございます。 

　あと空調につきましてもですね、毎年、堀

内議員さんのほうから、ちゃんとしたほうが

ええよっていうふうにご指摘していただいて

おるんですけれども、やはり全部替えるとな

ってくると、どうしても費用が掛かってきま

すので、長期的な形でちょっと修繕という形

で対応していけたらなという形では考えてお

る次第です。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）最初言うた話と一緒な

んですけど、結局 30 年スパンで契約しとるも

のもあろうかと思うんで、それは 30 年の契約

しとるんやったら、契約単価を交渉してねっ

て言うとるだけで、ガスを替えれと言うとる

わけではないんで。ただ、ほんで 30 年のスパ

ンで考えて、市民病院の減価償却もあと 10 年

ぐらい残っとるんでしょうかね。だから、や

っぱり 30 年って一つの節目、元取るか取れへ

んかのハードの節目のとこなんで、ＬＥＤな

り空調なり、いろんなことで設備投資をして

いくのであれば、10 年後の市民病院があると

いう根拠のうえでの今年度の決算、来年度の

決算なんで、最初言うた話が、また看護師の

話に戻ってしまうんでやらないですけど。や

るんであれば徹底的に、10 年後、市民病院が

あるように、内部の構造改革も今以上の努力

をせなあかん。ハードでやるんであれば 30 年

絶対続かさなあかん。ここなんですよね。Ｌ

ＥＤ入れたら、本来は 20年は使わんと、入れ

た意味というのはございませんので、ただＳ
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ＤＧｓで二酸化炭素削減でとかそんな話と

違って、やっぱり足元見た経営しとんやっ

たら、ＬＥＤ入れたら経理上助かるから入

れたっていうのもちゃんと理由の根拠に入

れとかんと、それやったら、もっとＳＤＧ

ｓ早くすればええやないのっていう話にな

るから、うちの庁舎なんか 10 年後に基金

積んで解体するかもしれへんのにＬＥＤし

とるんですよ。ＳＤＧｓやからしたんでし

ょ。節約とちゃうんでしょ。だから、病院

も学校もそうあるべきやと思うので言うと

るだけで、やっぱり病院の場合は企業会計

なんで、ランニングコストも考えてＬＥＤ

にするっちゅう解釈を持って欲しいと。電

気の財源を、もう単価がどうしようもない

っていうんやったら、自家発電も考えると

こに、ある程度太陽光を付けて、そっちを

優先的に使って、足らずを電力会社から買

うっていう仕組みで、ちょうどええ計算式

のとこだけ研究だけしといてくれと、10年

後の病院があるというつもりなんであれば、

それを言うとるだけなんです。承知いただ

けますでしょうか。 

○委員長（岡本喜好君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）ただ今の

おただし、まず、電気の部分なんですけど

も、おっしゃるとおり、ここの部分に関し

ては、引き続き研究のほうを進めていきた

いというふうに思っております。普段の電

気に関しましては、デマンドの契約もして

おりますので、もうどんどん使える分につ

いては使ってもいいよっていうふうなわけ

ではなくて、一定のところで線を引いて、

それを超えたら割増しの電気代が取られる

ようになっておりますので、そういったと

ころは逐一把握しながらですね、コントロ

ールのほうをしていっているというふうな

ところでございます。どうしても放射線関

係の機器で電気のほう、たくさん使うよう

な形になりますので、月によって、その辺

の若干の波はあるんですけども、夏場の暑

い時期であるとか、そういったところで電

力消費が大きくなる部分に関しては、本当

に１時間ごとに電気の使用量を確認しなが

ら対応するなどやっているところですけども。

ただ、本当に今後、10 年先、20 年先を見据え

た時に、どういうふうにしていくのかってい

うところに関しましては、しっかりと分析し

た中で、一番効率の良い形をとっていきたい

というふうに思っております。 

　あと、ガスのほうについてなんですが、ち

ょっと補足なんですけども。これに関しては、

以前、実際にもう価格交渉させていただきま

した。ただ、契約上なんですけども、ＣＩＦ

価格というのがございまして、これ何なのか

というと、要は原油価格にですね、海外から

ガスを購入する時に、運搬されてくる船の燃

油代とかですね、そういったのが全部上乗せ

されて、そこに乗っかってくるような形にな

ります。そうすると、それ自体が価格高騰し

ているというところで、価格の見直しについ

ては、半年に一回していただくような形にな

っております。ですから、基本的には原油価

格が落ち着いてくれば、当然それも下がって

くるというふうな形にはなってくるんですけ

ども、これに関しても、何とか今後また農協

のほうと交渉のほうをしながらやっていきた

いなとは思いますが、あと 10 年ございますの

で、10 年後、じゃどうするのかということを、

おそらく早い段階で、これは検討始めないと、

１年前、２年前では間に合わないと思います

ので、しっかりとその辺も分析をしながら進

めていきたいというふうに思います。 

○委員長（岡本喜好君）ほかに質疑ございま

せんでしょうか。 

　板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）おはようございます。

なかなかこの病院の経営のお話、すごい努力

していただいて、何とかこの病院を、市民病

院を維持していこうっていうお話し、ほんま

に頭が下がる思いで、日々頑張っていただい

てることを感謝いたします。 

　私のほうからは、ちょっと視点を変えて、

全然違う話というか、医療の中身についてち

ょっとお聞きしようと思って。頑張ってくれ

てる部分っていうのをちょっとお聞きしたい

んですけれども。橋本市の子育て支援の政策

として。 
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○委員長（岡本喜好君）何ページから。 

○委員（板橋真弓君）いや、ページ数は。

一応ページ数言いましょか。23 ページか

な。ここは外来患者数っていうことで、小

児科の部分なんですけれども。よろしいで

すか。 

　橋本市のほうで、子育て支援の一環で、

あんしん子育て救急整備運営費補助金って

いうのが出ているって成果報告書のほうに

あって、それちょっと向こうのほうでちょ

っと聞きそびれたんですけれども、ここの

内容としては、休日診療というか、小児科

の休日診療、毎週月曜日と木曜日の夜間と

土曜日の終日、輪番医師に宿日直してもら

い、小児医療体制の強化を図るというふう

になってて、882 万 1,572 円っていうもの

が支出されているっていうことで、私も、

自分の子育ての時に、休日診療、救急車で

いろいろ運ばれるんですけど、奈良のほう

に行ったり、最近でも市民さんから和歌山

市内まで行ったっていうようなお話しを聞

いたりしてたので、こういうことやってく

ださってるんだなっていうことを、ちょっ

と初めて知ったので、その中身についてち

ょっと教えていただきたいなと思って質問

させていただきました。実績としてはどん

な感じなのかっていうことと、これはいつ

からしていただいてる事業なのかっていう

こと、わかりますでしょうかね。中身ちょ

っとわかりにくいですかね。 

○委員長（岡本喜好君）病院総務課長。 

○病院総務課長（藤本昇三君）板橋議員さ

んのおただしの件について、お答えさせて

だきます。 

　すみません。いつからって言われますと、

ちょっともう数十年前からという形になる

かなとは思います。今回、毎年ですね、週

３回、月・木の夜間、土曜日は終日という

形で、ここ数年やらさせていただいてると

いう形にはなっております。ただし小児科

の医師が、ずっと３名という形で来ており

ます。ですので、今のところこれが、週３

日が限度という形にはなっております。そ

れ以外は、和歌山市さんとか奈良のほうに

行っていただいてるという形になってます。

すべてこの３日間につきましては、小児科の

先生が待機していただきまして、診察してい

ただいてるという形になってます。 

　決算審査意見書のほうにですね、42 ページ

のほうに外来患者数っていうのが載ってると

思うんですけど。ここで、月・木・土だけで

はないんですけれども、小児科さんにつきま

しては、令和３年度であれば 6,793 人、通年

で来ていただいてたのが、6,416 名という形

で、やっぱり若干減っておるのがあります。 

　最近であれば、やはりコロナによるのか、

発熱の患者さんが多いのが実情です。この夏

もプール熱ですかね、そういうので結構、多

い時であれば 30 名ぐらい、土曜日であれば診

察していただいてるという実績があるのが現

状でございます。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）子どもさんの数も減っ

てるっていうことで、この数が上がってるっ

ていうことは安心で、本当にもうありがたい

ことだなというふうに思っています。これか

らもちょっと大変でしょうけれども、これを

何とか維持していただいて、子育てをしっか

りとサポートしていただけたらありがたいな

と思っております。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）すみません。

一点ちょっと修正お願いしたいと思います。 

　先ほど総務課長のほうの発言の中で、月・

木の夜間、土の終日、宿日直を小児科の先生

にしていただいてるんですが、それ以外のと

ころに関しては、他病院さんにというふうな

お話少しあったかと思うんで、基本的に当院

のほうで、先生対応していただける分に関し

ては対応していただいております。すべてと

いうわけではなくて、その中でどうしても、

やはり宿日直ということで、連日の勤務の中

でとなっていますので、対応不可という場合

に関しましては、消防のほうと連携して受け

入れ先のほうを紹介していただくような体制

のほうを取らさせていただいております。 
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○委員長（岡本喜好君）ほかに質疑ござい

ますでしょうか。 

○副委員長（垣内憲一君）岡本委員長。 

○委員長（岡本喜好君）すみません。一点

だけ。 

　すごく長期で見た時に、橋本市ってやっ

ぱり人口がどんどん減っていくっていう傾

向の中で、病院の外来もやっぱり減ってき

ている。原因はコロナとかいうことなんで

すけど、大きく見ると、コロナと関係なく

人が減っていくことによって外来も入院患

者もやっぱり減っていくっていうことにな

っていくのではないかっていうことを考え

て、やっぱり経営ってやっぱりやっていか

なくちゃいけないと思うんですけども。そ

の 10 年後を見据えてっていうことになっ

た時に、どういう着眼を持って、これから

経営していくのかっていう何か方針みたい

なものっていうのはございますでしょうか。 

○副委員長（垣内憲一君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）ただ今の

おただし、人口減少に対してどういうふう

に対応していくのかというおただしなのか

なというふうに思うんですけど、経営強化

プランの中にも少し触れさせていただいて

ございますが、少々お待ちください。 

　すみません。令和７年が一応、医療需要

としてはピークに、入院のほうに関しまし

ては来るかなというふうに思っておるとこ

ろで、ただ、ちょっと現状として見通しど

おりには来ていないところではあるんです

けども、令和２年、少し５年遡ったところ

との比較でいきますと、令和 12 年までは

その水準を何とか確保できるかなというふ

うな、一応、社人研の数字を基に分析をか

けているようなところでございます。ただ、

あくまでも見通しなので、そのとおりにい

かないと。実際、今年度もそういうふうな

形にはなっていないというところもござい

ますので、その辺のところに関しては、も

う、その都度、その都度分析を細かくかけ

ながらというふうな形にはなってこようか

と思います。 

　それで、今後それに対する対策をどうして

いくのかというところなんですけども。おそ

らく人口構造上ですね、65 歳以上の高齢者の

方々の割合が増えると言いますが、この 12 年

ぐらいまでは一定の割合で推移するような形

になっております。問題は働き手のほう、生

産労働人口のほうが、もう目まぐるしく、も

うどんどん減ってくるというふうな形になり

ますので、医療需要に対して供給する側の体

制をいかに維持していくのかというのが、今

後の病院としての大きな課題というふうに捉

えております。収益確保もそうですけども、

そういったところで人材の確保というのが、

この二本立てが、今後大きな柱として、病院

の課題として取り組む内容となってくると思

います。 

○委員長（岡本喜好君）ほかに質疑ございま

すでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡本喜好君）ありませんので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あり

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡本喜好君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

　これより、認定第 13 号　令和４年度橋本市

病院事業会計決算の認定について　を採決い

たします。 

　本決算は、原案のとおり認定すべきものと

決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡本喜好君）ご異議がありません

ので、本決算は、原案のとおり認定すべきも

のと決しました。 

　この際、10 時 50 分まで休憩といたします。 
 

 
○委員長（岡本喜好君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 

 （午前 10 時 36 分休憩）

 （午前 10 時 50 分再開）
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○委員長（岡本喜好君）次に、認定第 11

号　令和４年度橋本市水道事業会計決算の

認定について　を議題といたします。 

　水道事業会計・下水道事業会計決算書を

お開きください。 

　これより質疑を行います。全般について

行います。１ページから 40 ページまで、

質疑ありませんか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）最初に一点お聞きし

ます。22ページなんですけども。そこの表

の一番下の給水原価についてお聞きしたい

んですけども。令和２年度は 69.12、令和

３年度で 187.15。これ 11 か月の計算の中

でということでしてるんですが。令和４年

度で 187.40 ということで、これ令和２年

度にできるだけ近づけるようにということ

でお聞きしておるんですが、かなり上がっ

てるということは、ちょっと状況説明をお

願いしたいと思います。 

○委員長（岡本喜好君）水道経営室長。 

○水道経営室長（寺田嘉文君）令和４年度、

上がった原因といたしましては、各種施設、

あやの台の送水ポンプ、浄水場の送水ポン

プ等で約 6,235 万円、浄水場動力費の増加

で約 2,800 万円増えているのが主な原因と

なってございます。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）ほかに質疑ござい

ませんか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）次にお聞きしたいん

ですが、電気料金上がっているのは、もう

当然わかるんですけども、29 ページの 15

の動力費ということで、これも結局、令和

３年度に比べてかなり上がってるというこ

とで、その辺でちょっと電気代だけのせい

なんでしょうか。ちょっとお聞きしたいと

思います。 

○委員長（岡本喜好君）水道施設課長。 

 ２　認定第11号　令和４年度橋本市水道

事業会計決算の認定について 

○水道施設課長（森下弘茂君）動力費につき

ましては、使用量っていうのが 0.1％ほど減

少してるんですけども。電気料金のほうにつ

いては、基本料、料金単価、そこに材料費の

変動を迅速に反映する制度として燃料調整単

価っていうのが３つ組み合わさって電気料金

が発生してるんですけども、この燃料調整単

価のほうで上昇したために、電気料金が増加

となってます。 

○委員長（岡本喜好君）水道経営室長補佐。 

○水道経営室長補佐（藤岡竜也君）ちょっと

補足させていただきます。先ほど施設課長の

申し上げた燃料調整費で約 3,000 万円ほど令

和３年度より増加しておりますので、この令

和３年度決算と令和４年度決算の増加分は、

もうほとんどこの燃料調整費の増額となって

おります。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）ほかに質疑ありませ

んか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）そしたら 30 ページの委

託料なんですけども。これが 229 万円、令和

３年度よりも増えてるんですけども、ちょっ

と詳しく説明をお願いしたいと思います。 

○委員長（岡本喜好君）水道施設課長。 

○水道施設課長（森下弘茂君）委託料が増加

しました主な原因は、９月補正で水道管内カ

メラ調査委託っていうものを行いたくて、補

正要求させていただきました。内容としまし

ては、城山台や三石台のほぼ同じ場所で、水

道水の濁りが発生しておりまして、解決に向

けて原因を究明するために、断水せずに水道

の管路内にカメラを入れる新技術っていうの

が開発されましたので、その管路内の状況を

確認するために行ったものになります。それ

が主な要因になっております。 

○委員長（岡本喜好君）ほかに質疑ありませ

んか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）同じところなんですけ

ども、30 ページの 14 の動力費なんですけど

も、これは場所が違うんですけども、上がっ

てる。548 万、令和３年度よりも上がってる
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ということで、ちょっとまた説明お願いし

ます。 

○委員長（岡本喜好君）水道施設課長。 

○水道施設課長（森下弘茂君）これに関す

る動力費につきましては、配水池や中継ポ

ンプ場、浄水場から配水池へ送るための中

継ポンプ場の電気料と、配水池で使用して

いる電気料になります。それが先ほどもご

説明させていただいたんですけども、燃料

調整単価が増加したことによって増額にな

っております。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）すみません。一個戻

ります。 

　先ほど新技術の管路内のカメラというお

言葉あって、ページ数なしでもいいですか。

聞かせていただいて。それちょっと詳しく

教えて欲しいんですけども。そういった水

が濁った時は、市民さんの口に入る水道水

ですから、安全確保するために調査するた

めっていうのが、今まで新技術前の方法と、

ほんで新技術を入れたことによって、どう

いうふうに変わるのかって、この辺だけち

ょっと勉強させていただきたい。 

○委員長（岡本喜好君）水道施設課長。 

○水道施設課長（森下弘茂君）今まででし

たら、濁りが発生したっていう時は、管路

内の洗浄っていうことで、洗管作業ってい

うことで、水をもう消火栓などから吐き出

して、その濁りを取れるまで目視で確認し

ながら行っておったんですけども。あとは

ですね、その濁りの発生する場所で、ちょ

っと水道管の本管から水路にドレン排水と

いいまして、水を徐々に出しておくってい

うことで対策を行っておったんですけども、

水道管内っていうのは、とても目視で確認

できませんので、想定の領域やったんです

けども、今回カメラを入れることになりま

したので、どこで錆、そういう濁りの発生

原因になってるんかっていうことが、ピン

ポイントで確認することができました。 

　実際、原因としましては、城山台とか三

石台っていうのは、昭和 50 年代に整備が

された管でして、ダクタイル鋳鉄管を使用し

てるんですけども、その当時の製品っていう

のは、直線部に使用する直管には内部に錆が

発生しないように被覆ができてる製品なんで

すけども、曲管部に使用する曲管なんですけ

ども、それらにつきましては、コーティング

される技術がなくてですね、そこで錆が発生

しているっていう、ピンポイントでそこを修

繕かけていったら、その部分を管内洗浄って

いう新技術で、またそれも洗浄する工法があ

るんですけども、そういうのをやったり、そ

れで無理でしたら、そこをピンポイントで、

もう物を替えてしまうとかっていう対策を行

っていったらええんやなっていうことがわか

りまして、令和４年度に一部城山台地区で修

繕を開始したっていうような状況です。 

○委員長（岡本喜好君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）人間でいう胃カメラみ

たいなもんなんかな。それでポイントできっ

ちり精査できるっていう新技術。ほんだら、

最終的に駄目な場合は、先ほど課長言われた、

その部分だけを入れ替えるしかないっていう

方法なんですよね。費用対効果ってわかりま

す。それを今までそう、悪いとこ部分部分調

査費、その都度当てとったと思うんですけど、

その新技術を入れることになって、きっちり

した数字出ないと思いますけど、どれぐらい

の費用対効果見られるんかなと思って、ちょ

っと、わかればでいいです。 

○委員長（岡本喜好君）水道施設課長。 

○水道施設課長（森下弘茂君）費用対効果っ

ていうのは、まだ比べてはないんですけども、

今まででした老朽化っていうことで、わから

ないので、長スパンを修繕かけたとするよう

な形で対応になっておったのが、修繕場所が

絞れたっていうことで、工事とか住民さんに

かける迷惑とか、そういうところの面で言い

ましても、かなり効果的ではないかなという

ふうに考えております。 

○委員長（岡本喜好君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）金の費用対効果は大幅

に赤になってなければいいと思うんですけど。

金額よりもスピード感と正確性が見えたとい
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う解釈になるんですね。よくわかりました。

ありがとうございます。 

○委員長（岡本喜好君）ほかに質疑ありま

せんか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）水道代のことなんで

すけども。全体にわたってね、水道代のこ

となんですけども。やっぱりこれ市民感覚

で言うて、やっぱりどうしても他市と比べ

てしまう。何で橋本市がこんなけ他市に比

べたら高いのかというのは、もうどうして

もね、この意識が拭えないっちゅう状況が

続いてるんですよね。 

　それで、実際これから、浄水場の工事も

されてどんどんこれから上がるような見通

しをもっておられると思うんですけども、

今でさえ高いのに、これから今後、どんな

ふうな値上がりの形になっていくか、何か

そういう見通しって言うか、何か。上がっ

たら困るんですけど、何かそういう市民に

納得してもらえるような形がどうしても必

要なんですけども、その辺でどのような形

で市民に納得してもらえるような話を、今

後進めていくかということあるんですが、

値上りがどの程度まで上がっていくかとい

う予想あるんだったら教えて欲しいんです

けども。 

○委員長（岡本喜好君）今後の値上がりの

見通しについてですか。 

　水道経営室長。 

○水道経営室長（寺田嘉文君）橋本市の水

道料金なんですけれども、施設がかなり高

低差が大きいので配水池ポンプ場、多くの

施設があることで、かなり高い額になって

ございます。 

　今後の料金等につきましては、決算状況

をみながら、上下水道事業審議会のご意見

を聞きながら検討していきたいと考えてお

ります。施設等老朽等ありますので、更新

等にかかる費用は、また発生してくるかと

考えております。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）金額ちょっと示しにく

いでしょうけども、やっぱりどの程度までい

くかなっていうのがあるんでしょうか。 

○委員長（岡本喜好君）上下水道部長。 

○上下水道部長（堤　　健君）９月の総務経

済委員会でも報告させていただきましたけど

も、見通しとしては、金額っちゅうのは、ま

た料金改定する時に考えなあかんもんやとい

うふうに我々は思ってます。見通しとしては、

令和 10 年前後にですね、また料金の見直しっ

ちゅうのをやっていかなあかんなっていうこ

とを報告させていただいております。 

　あと、料金ですけども、最近におきまして

は、和歌山県内でも料金の見直しっていうの

が頻繁に行われておりますので、どんどん、

うちも今一番和歌山県内で一番高いですけど

も、どんどんうちに近づいてくるような状況

になるのかなと。そして同じく紀の川の水を

使っているような奈良県のとこにおいては、

うちとあまり値段の大差はないのかなという

ふうにも認識しております。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）ほかに質疑ありませ

んか。 

○副委員長（垣内憲一君）岡本委員長。 

○委員長（岡本喜好君）すみません。16 ペー

ジの一番最初なんですけども。 

　そもそも、この浄水の施設利用率が 44.51

で、要は毎日４万 9,000 立米をつくる能力が

あるうちの２万 1,000 しか使ってないという

ことに関して、要は半分はずっと遊んでるっ

ていうのが、ずっと続いてるってことなんで

すけども。これ、その処理能力をこれだけあ

って、その維持費っていうのが、要は半分の

施設しか作らなかったら維持費が半分になる

のか、それとも、この半分の施設であっても

４万 9,000 立米の施設であっても維持費自体

は、そんなに変わらないのかっていうのが、

お聞きしたいんですけれども。 

○副委員長（垣内憲一君）浄水場長。 

○浄水場長（久保泰造君）施設の能力、１日

あたり４万 9,000 立方メートルの処理能力が

あります。１日大体、２万 1,000 から２万

2,000 ぐらい、今、浄水処理しております。 
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　施設利用率が 44.51％ということなんで

すけれども、維持費自身は、電気料金から

機械の償却費等が入ってくると思うんです

けれども、動いている機械自身は、必要に

応じて動いてますので、能力を半分に落と

すことは不可能と考えます。必要な分だけ

動いておりますので、主には先ほどからも

話題になっておりますけども、電気料金、

高い電気料金がなってきてます。今現在、

ＤＢＯで施設のダウンサイジングとか、そ

の辺もやっております。今後は若干下がる

部分も出てくるかとは思いますけれども、

大きくは変動ないと思います。 

○委員長（岡本喜好君）ほかに質疑。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）内容、質が病院とは

違うんですけども、この電気代についてお

聞きしたいんですけどね。この電力会社、

変更したら変わるのか、私わからないんで

すけども、電気代を抑えるための企業努力

って言うんか、どういうふうなことを考え

ておられるか、お聞きしたいと思う。 

○委員長（岡本喜好君）水道施設課長。 

○水道施設課長（森下弘茂君）私も非常に

電気代が上がってきてるっていうのが、す

ごく心配な、懸念するところでして、実際、

再生可能エネルギーについても、昨年度な

んですけども、小水力発電っていうものが

ありまして、配水池へ流入する水を利用し

て発電した水で賄っていくっていうような

ことができないかっていうところを、メー

カーとも打ち合わせさせていただいたんで

すけども。その中で、うちの一番大きな配

水池でも投資した導入コストと、その維持

管理コストっていうのを考えますと、水量

が少ないので、導入はお勧めできませんっ

ていうような回答がございました。 

　今後、太陽光発電とかっていうものも、

今、軽量で高効率な太陽光発電の開発も進

んでると聞いてますんで。今後良いものが

あれば、検討していきたいなと考えており

ます。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）ほかにありませんか。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）すみません。直接、決

算内容とは違うんですけれども。和歌山県に

おいての広域化等についての議論っていうの

は、今現状どのようになってるんでしょうか。 

○委員長（岡本喜好君）水道経営室長。 

○水道経営室長（寺田嘉文君）現在、広域化

につきましては、保健所、県、それと、かつ

らぎ町・九度山町・高野町と協議会を設けて

検討してございます。 

　以上でございます。 

○委員長（岡本喜好君）ほかに質疑ありませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡本喜好君）ありませんので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あり

ませんか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）今回、令和４年度の水

道事業会計決算に反対の立場で申し上げたい

と思います。 

　先ほども申し上げたんですが、どうしても

この水道料金が高いことに係わって市民が困

って意識は変わらないので、本市の水道料金

っていうのは、令和２年４月から値上げして

から以降、全体的に和歌山県下のそこが高く

なっておるし、他市から、特に他市から引っ

越して来られた市民の方、何でこんなに高い

のかと思ってる方がよく聞きます。どうして

も多くそういう声を聞きますんで。 

　もう一つ例えて言いましたら、生活状況を

見ていただきたいんですが、例えば、国保税

の軽減措置されてる方７割もおるんですよね。

そういう人たちも同じように水道水使ってる

し、水道水言うてみたら命の水ということで

ありますし、節水にもやっぱり限度があると

感じてます。 

　企業会計であって受益者負担っていうのは

よくわかるんですけども。やっぱり水道って

いうのは、暮らしにやっぱり直結してるっち

ゅうことで、何とかやっぱりならないかって

思っておられる市民が多くおられるんで、例
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えば過ぎたことですけども、一定期間減免

した自体も、橋本・伊都地域でもたくさん

ありましたし、その時でも値下げなってな

いし、高い水道料金からほんま何とか市民

の生活を守っていくという、そういう努力

が必要やと思いますし、そういう水道事業

計画っていうのを本当に見直していくこと

がすごく大事やと思うんです。そういう意

味で、反対の立場でさせていただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

○委員長（岡本喜好君）ほかに討論する方

ありませんか。 

　板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）私は、令和４年度橋

本市水道事業会計決算について賛成の立場

から討論いたします。 

　まずもって、令和４年度予算に対しまし

て、本決算は適正に処理されています。本

市の現状は、過去の人口増を目指した事業

拡大のため、人口減少となった現在、大滝

ダムの水利権等の負担が大きくのしかかり、

加えて給水人口の減少と、有収水量は少し

増加したものの、老朽化した設備の更新や

維持管理に必要となる経費の増大が今後ま

すます見込まれるなど、課題は山積です。 

　市民から水が濁っていると連絡を受けれ

ば、すぐさま駆けつけ、調査点検、安全性

を確かめ、納得いくまで説明をする職員さ

んの姿を日々見ております。市民のライフ

ラインである安心・安全な水を提供し、市

民の命を守るため、日頃から職員の皆さん

一丸となって、お仕事をしていただいてい

ることは十分承知しております。 

急速な人口減少に対応するため、早い段

階から先を見据えた事業計画経営の効率化

を図り、やむを得ず水道料金の値上げにも

踏み切りました。今後も水道代に関しては、

料金の見直しなど、市民への理解を深める

努力は更に必要だと思いますが、令和４年

度も、経費削減の一環として電気代、少し

でも安くするため、水力発電とか、また今

後、太陽光発電なども考えていくというこ

とで、そしてまた老朽化した水道管のため

にカメラを導入するなど、経営努力は評価

できると思います。今後も市民のライフライ

ンである安心・安全な水を提供し続けるため、

更なる経営努力をお願いして、賛成討論とい

たします。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）ほかに討論する方あ

りませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡本喜好君）ありませんので、こ

れをもって討論を終結いたします。 

　これより、認定第 11 号　令和４年度橋本市

水道事業会計決算の認定について　を採決い

たします。 

　本決算は、原案のとおり認定すべきものと

決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本喜好君）起立多数であります。 

　よって、認定第 11 号は原案のとおり認定す

べきものと決しました。 

 

○委員長（岡本喜好君）次に、認定第 12 号　

令和４年度橋本市下水道事業会計決算の認定

について　を議題といたします。 

　これより質疑を行います。全般について行

います。41ページから82ページまで、質疑あ

りませんか。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）すみません。一点だけ

お願いします。 

　下水道事業もなかなか厳しい事業ですんで、

ほんま大変苦労されておると思います。ご苦

労さんでございます。そんな中で、コロナ禍

ということで、ずっとここ数年経過したわけ

なんですけれども。75 ページなんですけれど

も。資本的支出の建設改良費の４流域下水道

建設費の中にあるですね、推進協議会負担金

という、ちょっと細かいところの質問で申し

訳ないんですけれども。過去３年ここの協議

会というのが、コロナ禍ということもあって、

総会も書面議決というところであります。ま

  

３　認定第12号　令和４年度橋本市下水

道事業会計決算の認定について 
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た今年も、また書面議決というところの中

で、この４年間ずっと役員会も開かずに、

総会も書面議決でというふうな状況が続い

ておるんですけども。実際のところ、ここ

の事業なんですけれども、当然適正に事業

が進んでおると思うんですけども、この流

域下水道の建設負担金とはまた別にですね、

この推進協議会負担金っていうことで、周

辺の環境整備みたいなところを取り組んで

いる会かなと思うんですけども。適正に事

業は取り組んでおると思うんですけども、

この辺費用支出する際にですね、しっかり

と担当課として、検証されて費用支出され

ているのか、その点だけ、一点だけお願い

します。 

○委員長（岡本喜好君）下水道課長。 

○下水道課長（辰巳谷昭範君）おただしの

件についてお答えさせていただきます。 

　紀の川流域下水道推進協議会の負担金と

いうことで、俗に言う周辺整備の負担金と

いうことになります。これは何かといいま

すと、かつらぎ町のほうが処理場の周辺整

備事業の財源として借り入れた地方債の元

利償還金と、あと町単独費、この合計から

交付税で措置される分を控除した額、これ

を１市２町で負担している状況です。 

　現在、何しとるかと言いますと、その処

理場に隣接する西部公園、こちらの整備っ

ていうのを行っております。基本的にこの

事業というのは、決められた総事業費の範

囲内で計画を立てて整備するものになって

おります。今回、支出しております 284 万

6,100 円なんですけども。こちらについて

は対象事業費となるのが１億 5,824 万

5,590 円で、そのうち国費と起債分、この

分を除いた町単独費のほうが 305 万 6,590

円になると。更にその起債の償還額という

のが 253 万 5,252 円。交付税の算入分とい

うのが 177 万 4,676 円で、その差額ってい

うのが 76 万 576 円になります。 

　先ほど申しました町単独費と合算いたし

ますと 381 万 7,166 円。そのうち市の負担

分っていうのは、計画汚水量による案分で

決まっておりまして、案分されたものが

284 万 6,100 円になるということです。また、

これらの説明っていうのは、県、１市２町の

担当課長会議のほうで、資料をもとに説明を

受けておりますし、また実施する中で大きな

計画変更等が生じる場合の都度協議っていう

のをしていただいておりますので、事業内容

としては十分精査されたものになっておりま

す。 

　以上です。 

○委員長（岡本喜好君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）ありがとうございます。

水道もそうなんですけども、今後、広域化と

か、下水道についても単独の自治体だけじゃ

なくて、近隣の自治体または県域の自治体と

連携で取り組む可能性も高いと思いますんで、

今後とも大変やと思いますけど、よろしくお

願いしたいと思います。ありがとうございま

す。 

○委員長（岡本喜好君）ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡本喜好君）ありませんので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あり

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡本喜好君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

　これより、認定第 12 号　令和４年度橋本市

下水道事業会計決算の認定について　を採決

いたします。 

　本決算は、原案のとおり認定すべきものと

決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡本喜好君）ご異議がありません

ので、本決算は、原案のとおり認定すべきも

のと決しました。 

　以上で、本委員会に付託された案件の審査

は終わりました。 

　なお、委員長報告の作成については、私と

副委員長に一任願いたいと思います。 

　これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡本喜好君）ご異議がありません

ので、私と副委員長において作成いたします。 
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　以上で、令和４年度決算審査特別委員会

を散会いたします。ありがとうございまし

た。 

 

（午前 11 時 20 分　散会）

 


